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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体に超音波を送受信する超音波探触子と、
　前記超音波探触子に超音波を送信させるための信号を供給すると共に、前記超音波探触
子での前記被検体からの受信信号を信号処理する超音波送受信部と、
　前記信号処理された受信信号から超音波画像を構成する超音波画像構成部と、
　前記超音波画像を表示する画像表示部と、
　前記超音波送受信部と超音波画像構成部と画像表示部をそれぞれが機能するように制御
する制御部と、
　前記超音波探触子に設けられ前記超音波探触子の温度を検出して前記制御部へ出力する
温度センサと、
　を備えた超音波診断装置であって、
　前記制御部は、前記温度センサにより前記超音波探触子の温度時間変化率を取得し、取
得された温度時間変化率に基づいて前記超音波探触子の使用状態を検知し、検知された前
記超音波探触子の使用状態により前記超音波送受信部を制御することを特徴とする超音波
診断装置。
【請求項２】
　前記超音波探触子の使用状態は、超音波探触子の使用の開始又は終了の少なくとも一方
である請求項1記載の超音波診断装置。
【請求項３】
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　前記制御部は、予め設定された温度時間変化率に対応する閾値と実際の温度時間変化率
を比較した結果により前記超音波探触子の使用状態を検知する請求項1記載の超音波診断
装置。
【請求項４】
　前記制御部は、前記比較結果により、前記超音波探触子の使用の開始又は終了の少なく
とも一方を機能させるために前記超音波画像構成部を制御することを特徴とする請求項3
記載の超音波診断装置。
【請求項５】
　前記温度時間変化率に対応する閾値を記憶する記憶部をさらに備え、
　前記制御部は、前記記憶部に記憶された前記温度時間変化率に対応する閾値と実際の温
度時間変化率を比較することを特徴とする請求項3記載の超音波診断装置。
【請求項６】
　操作者が前記制御部に制御パラメータを設定する設定部をさらに備え、
　前記制御部は、前記設定部によって設定された前記温度時間変化率に対応する閾値と実
際の温度時間変化率を比較した比較結果により前記超音波探触子の使用状態を検知する請
求項1記載の超音波診断装置。
【請求項７】
　前記制御部は、前記比較結果により、前記超音波探触子の使用の開始又は終了の少なく
とも一方を機能させるために前記超音波画像構成部を制御することを特徴とする請求項6
記載の超音波診断装置。
【請求項８】
　前記温度時間変化率に対応する閾値を記憶する記憶部をさらに備え、
　前記制御部は、前記記憶部に記憶された前記温度時間変化率に対応する閾値と実際の温
度時間変化率を比較することを特徴とする請求項6記載の超音波診断装置。
【請求項９】
　前記設定部は、前記制御部に前記超音波探触子の使用の開始又は終了の少なくとも一方
を機能させるための前記超音波送受信部への制御の実行/非実行を設定することを特徴と
する請求項6記載の超音波診断装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、被検体に超音波を送信し、受信した反射波から断層像を得る超音波診断装置
に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来の超音波診断装置では、複数の探触子を有するため、使用する探触子を、画像取得
開始前の準備段階として、操作者により次の項目の作業が順不同で行われる。
・操作者が診断部位に適した探触子が探触子ホルダから取り出す。
・操作者が超音波ゼリーを探触子の振動子面に塗布する。
・操作者が取り出された探触子と超音波診断装置本体とコネクタのどの位置に接続されて
いるかを目視で確認する。
・操作者が該当する探触子コネクタの選択ボタンを押すことによって探触子を選択する。
選択により探触子のフリーズ状態は解除される。
【０００３】
　探触子の選択は、取り付けられたタッチセンサにより探触子を選択すること(特許文献1
を参照)や、探触子ホルダに配置されたスイッチセンサにより探触子が取り出されたこと
を検出して探触子を選択すること(特許文献2を参照)が行われている。
【０００４】
　また、従来の超音波診断装置の中には、探触子に温度センサを有し、超音波の送信によ
り温度上昇する探触子の表面部が体表に接触することによる低温やけどの危険性がないか
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のチェック等の処理を行う温度管理部を有するものがある。例えば、その温度を表示部に
表示し、危険性があると判断できる温度であった場合は制御部に温度上昇の原因となる超
音波送信のためのパラメータの変更指示を出力することが行われている(特許文献3および
特許文献4を参照)。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平5-245140号公報
【特許文献２】特開平8-182673号公報
【特許文献３】特開平10-118069号公報
【特許文献４】特開2005-253776号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、従来の発明においては、探触子選択の為のセンサを新たに取り付ける必
要があった。更には、使用時以外に探触子の移動や整頓のために探触子を触る場合や探触
子ホルダから探触子を取り出す場合にも、フリーズ解除されてしまうという問題があった
。
【０００７】
　本発明の目的は、専用の操作なしに画像取得を開始する直前の探触子選択とフリーズ解
除を行うことを可能とする超音波診断装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　前述した目的を達成するために、本発明は、温度センサにより超音波探触子の温度時間
変化率を取得し、取得された温度時間変化率に基づいて超音波探触子の使用状態を検知し
、検知された超音波探触子の使用状態により超音波送受信部を作動させる。
【０００９】
　具体的に、本発明の超音波診断装置は、被検体に超音波を送受信する超音波探触子と、
前記超音波探触子に超音波を送信させるための信号を供給すると共に、前記超音波探触子
での前記被検体からの受信信号を信号処理する超音波送受信部と、前記信号処理された受
信信号から超音波画像を構成する超音波画像構成部と、前記超音波画像を表示する画像表
示部と、前記超音波送受信部と超音波画像構成部と画像表示部をそれぞれが機能するよう
に制御する制御部と、前記超音波探触子に設けられ前記超音波探触子の温度を検出して前
記制御部へ出力する温度センサと、を備えた超音波診断装置であって、前記制御部は、前
記温度センサにより前記超音波探触子の温度時間変化率を取得し、取得された温度時間変
化率に基づいて前記超音波探触子の使用状態を検知し、検知された前記超音波探触子の使
用状態により前記超音波送受信部を制御することを特徴とする。
【００１０】
　本発明の超音波診断装置によれば、制御部が、前記温度センサにより超音波探触子の温
度時間変化率を取得し、取得された温度時間変化率に基づいて前記超音波探触子の使用状
態を検知し、検知された前記超音波探触子の使用状態により前記超音波送受信部を制御す
ることで、専用の操作なしに画像取得を開始する直前の探触子選択とフリーズ解除を行う
ことができる。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、専用の操作なしに画像取得を開始する直前の探触子選択とフリーズ解
除を行うことを可能とする超音波診断装置を提供するという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本実施の形態に係る超音波診断装置1のブロック図。
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【図２】本実施の形態に係る超音波診断装置1の外観図。
【図３】本実施の形態に係るコントロールパネル15による設定を示す図。
【図４】本実施の形態に係る超音波ゼリー27を示す図。
【図５】探触子監視処理における超音波診断装置1の動作を説明するフローチャート。
【図６】フリーズ解除処理(ステップ102)における超音波診断装置1の動作を示すフローチ
ャート。
【図７】フリーズ状態有効化処理(ステップ103)における超音波診断装置1の動作を示すフ
ローチャート。
【図８】本実施の形態に係る探触子の温度変化を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下図面に基づいて、本発明の実施形態を詳細に説明する。　
　本実施形態に係る超音波診断装置1について説明する。　
　図1は超音波診断装置1の構成を示すブロック図である。超音波診断装置1は、被検体2内
に超音波を送受信し得られた反射エコー信号を用いて診断部位について2次元超音波画像
或いは3次元超音波画像を形成して表示する。超音波診断装置1は、被検体2に超音波を照
射し受信する振動子4と被検者と接触する表面部の温度を監視するための表面温度センサ1
9を備えた超音波探触子3と、振動子4に超音波を発生させる信号を送り、前記振動子が受
信した超音波を処理する超音波送受信部5と、受信信号に基づいて2次元超音波画像(Ｂモ
ード画像)或いは3次元超音波画像を構成する超音波画像構成部7と、超音波画像構成部7に
おいて構成された超音波画像を表示する表示部9と、各要素を制御する制御部13と、制御
部13に操作者が指示を与える操作部としてのコントロールパネル15と、探触子3の表面温
度センサ19による温度情報を取得して探触子表面温度の監視をし、必要に応じて制御部13
にコントロール信号を出力する温度管理部17を有している。
【００１４】
　コントロールパネル15は、操作者が操作し、制御部13にさまざまな制御パラメータを入
力するインターフェースであり、図3に示すように、探触子監視処理を行うか否か、また
、探触子3のフリーズ状態を解除する判断や有効化する判断に用いる温度変化の閾値を決
定可能である。
【００１５】
　この温度管理部17は、超音波の送信により温度上昇する探触子の表面部が体表に接触す
ることによる低温やけどの危険性がないかのチェック等の処理を行い、例えばその温度を
制御部13に伝達することにより表示部9に表示したり、例えば危険性があると判断できる
温度であった場合は制御部13に温度上昇の原因となる超音波送信のためのパラメータの変
更指示を出力したりしている。
【００１６】
　本発明は表面温度センサ19をフリーズ状態においても動作させ、温度管理部17に探触子
3の表面温度を監視させることで、画像取得開始または画像取得終了の準備段階かを判断
する。
【００１７】
　図2は、超音波診断装置1の外観についての概略図である。本体21は、内部に超音波送受
信部5、超音波画像構成部7、制御部13、温度管理部17とを備え、さらに上部に、表示部9
とコントロールパネル15を備える。また、通常一本から数本の探触子3が探触子コネクタ2
5を介して本体21に接続されており、先端に超音波振動子4を含む探触子3は探触子ホルダ2
3にかけられている。
【００１８】
　また、超音波診断装置1で画像を取得する際には、探触子3の表面と被検者2の体表との
接触部に、超音波の透過を妨げる空気を除去するための超音波ゼリー27が塗布される。図
4(a)に示すように、常温のまま装置のそばに置かれていることもあるし、図4(b)に示すよ
うに、超音波ゼリー27を診察開始時被検体の体表に触れたことで被検者が冷たさを感じな
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いように、ゼリーウォーマー29に入れて暖められた状態で装置のそばに置かれていること
もある。
【００１９】
　そして画像取得開始の準備段階に超音波ゼリー27は操作者によって探触子3の表面に塗
布され、探触子3の表面が被検体2に当てられる。なお、操作者によっては超音波ゼリー27
を被検体2の検査部位に適した体表部に直接塗布し、探触子3を用いて被検体2の体表上で
均一化されることもある。
【００２０】
　次いで、図5乃至図7を用いて超音波診断装置1の動作について説明する。　
　まず、図5に示すように、超音波診断装置1は、探触子3がフリーズ状態であるかを判断
する(ステップ101)。その後、超音波診断装置1が、探触子3がフリーズ状態であると判断
した場合(ステップ101のYES)には、フリーズ状態解除処理へ移行する(ステップ102)。ま
た、超音波診断装置1が、探触子3がフリーズ状態でないと判断した場合(ステップ101のNO
)には、フリーズ状態有効化処理へ移行する(ステップ103)。
【００２１】
　次いで、図6を用いて、フリーズ状態解除処理(ステップ102)を説明する。まず、超音波
診断装置1は画像取得開始の準備段階を判定するための閾値を得る(ステップ111)。この閾
値は、装置があらかじめ設定していてもよいし、図3に示すように、操作者によりコント
ロールパネル15を介して設定させてもよい。超音波診断装置1は、表面温度センサ19によ
り探触子3の表面温度を測定し、温度変化量(温度時間変化率)を取得する(ステップ112)。
温度変化量は、例えば、一定時間毎に表面温度を取得して最新の数秒～数分間分を保管し
、判定のための時間の間の温度変化量を求めることにより求める。
【００２２】
　また、温度変化量は、一定時間内での最初と最後の値の差を用いるだけでなく、一定時
間内での変化値の累計などの統計量を用いてもよい。
【００２３】
　超音波診断装置1は、温度変化量が閾値より大きいかを判断し(ステップ113)、温度変化
量が閾値より小さい場合(ステップ113のNO)は、再度ステップ112を繰返し、新たな温度変
化量を取得する。また、超音波診断装置1が、温度変化量が閾値より大きい場合(ステップ
113のYES)は、画像取得開始の準備段階であると判断して、温度変化のあった探触子3を選
択し、フリーズ状態を解除し、使用可能な状態とする(ステップ114)。
【００２４】
　なお、この処理の動作条件は、図3に示すように、コントロールパネル15により操作者
がこの機能を選択した場合のみとしてもよいし、一定時間フリーズ状態が継続した場合に
自動的に動作するようにしてもよい。
【００２５】
　また、画像取得開始の準備段階であると判断した後、検査終了のための操作である検査
終了キーが押された場合や、ある一定期間パネル操作がされていなかった場合に、探触子
の選択やフリーズ解除を自動的に行う前に被検者IDや名前などの被検者情報の入力画面を
起動してもよい。
【００２６】
　これは、被検者が変わった状態であると判断できる条件として、検査終了の為の検査終
了キーが押され、検査終了時の必要処理が行われた後はもちろん、この操作を行わない場
合でも、コントロールパネルが一定時間操作されていなければ、被検者が変わった状態で
あると判断できるためである。したがって、その際には新しい被検者のための情報入力を
求める画面を自動的に表示することで、操作者の操作を更に省略して、診断が可能である
。この場合、被検者情報入力画面終了操作時には、探触子を自動選択しフリーズを解除さ
せる。
【００２７】
　次いで、図7を用いて、フリーズ状態有効化処理(ステップ103)を説明する。まず、超音
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波診断装置1は画像取得終了の準備段階かを判定するための閾値を得る(ステップ121)。こ
の閾値は、装置があらかじめ設定していてもよいし、図3に示すように、操作者によりコ
ントロールパネル15を介して設定させてもよい。超音波診断装置1は、測定モードの変更
などの前回のコントロールパネル15の操作から一定の時間が経過したかを判断し(ステッ
プ122)、一定時間が経過していないと判断した場合(ステップ122のNO)には、一定時間が
経過するまで待機する。また、超音波診断装置1は、一定時間が経過したと判断した場合
には、測定した探触子3の表面温度から、温度変化量を取得する(ステップ123)。温度変化
量は、ステップ112と同様に求めることができる。
【００２８】
　探触子表面温度は、検査中のモードの切換えや周波数切換えなどの要因によっても変化
するため、感知すべき画像取得終了状態との識別をより正確に行うために、パネル操作が
一定時間内に行われている場合は、フリーズ状態を有効化しないためにステップ122が設
けられている。
【００２９】
　超音波診断装置1は、温度変化量が閾値より大きいかを判断し(ステップ124)、温度変化
量が閾値より小さい場合(ステップ124のNO)は、再度ステップ112を繰返し、新たな温度変
化量を取得する。また、超音波診断装置1が、温度変化量が閾値より大きいと判断した場
合(ステップ124のYES)は、画像取得終了の準備段階と判定し、温度変化のあった探触子3
のフリーズ状態を有効化する(ステップ125)。その後、超音波診断装置1は、検査終了時の
必要処理を行い(ステップ126)、次検査の被験者情報をセットする(ステップ127)。
【００３０】
　ステップ126では、取得した計測データの保存ファイル形式への転換、画像データ、計
測データのサーバーへの転送、計測や画像データのテンポラリの消去等に検査終了時の必
要処理を行う。また、ステップ127では、次検査の被験者情報を放射線情報システム(Radi
ology Information System,RIS)から取得しセットする。または、被験者情報入力画面を
自動的に開始するなど次検査の為の準備を行う。
【００３１】
　フリーズ状態有効化処理は、フリーズ解除の状態で超音波診断装置1が使われることな
く放置されている場合や、フリーズ解除の状態で探触子3の表面の超音波ゼリーをふき取
る場合に有効な処理である。
【００３２】
　一般的に探触子3の表面温度は、フリーズ状態からフリーズ状態を解除した場合、超音
波が送信されることによって高くなる。画像の取得中は、探触子3が被検体2の体表に接触
するため、体表による温度吸収により探触子3の温度上昇カーブの傾きはある程度抑えら
れる。これに対して、フリーズ解除状態で空中放置された場合は、体表による温度吸収が
無いため、探触子3の温度上昇カーブの傾きは、大きくなる。この傾きの違いにより、使
用されずに放置されている状態か否かが判断できる。
【００３３】
　なお、ステップ111とステップ121で取得する閾値は、超音波の送信パラメータが探触子
毎に異なることから温度変化カーブも探触子毎に異なる閾値を取得することが好ましい。
【００３４】
　次に図8を用いて探触子の表面温度の時間変化について説明する。図8は、表面温度の時
間変化を示す図である。　
　ゼリー塗布前の探触子は、フリーズ状態で放置されており、表面温度は室温の変化を反
映したもので、ほぼ一定または、室温の変化に従った緩やかな変化を示すものである。画
像取得開始の準備段階で超音波ゼリーを塗布することで、または体表が探触子表面に接触
することで、温度変化はゼリー塗布前の放置状態の温度変化に比べると大きく変化する。
【００３５】
　この温度変化は、図8の(a)～(e)が示すように、超音波ゼリーの保管状態、被検体に探
触子をあてるかなどによって異なるが、いずれも、ゼリー塗布前にフリーズ状態で放置さ
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れていた状態と比べると差異がある。本発明は温度の時間的変化量を監視することにより
、未使用状態から画像取得開始の準備段階に移行したことを感知し、必要処理を行うもの
である。
【００３６】
　なお、図8は、診察終了後ある程度の時間が経過した後の探触子3の表面の温度変化を示
している。診察が終了した直後の探触子の表面温度は、超音波の送信により上昇していた
表面温度が放熱により緩やかに下がるため、これとは異なる温度変化となるが、その場合
もゼリー塗布後の変移とは異なる為、画像取得開始の準備段階に移行したかの判別は可能
となる。
【００３７】
　本実施の形態においては、超音波探触子の表面温度を用いて説明したが、超音波探触子
の温度が測定可能であればよいので、表面温度に限定されない。
【００３８】
　本実施の形態により、画像取得開始の準備段階に必ず必要な探触子選択やフリーズ解除
操作を操作者が行うことなく画像取得を開始することができ、操作者の操作を軽減するこ
とに有効である。
【００３９】
　本実施の形態によれば、超音波ゼリーを塗布するのみで、探触子のフリーズ状態を解除
できるため、速やかに診断を開始でき、術中の診断効率が上昇する。また、キーボード操
作が必要ないため、操作者のストレスを軽減可能である。
【００４０】
　術中等パネル操作なしで画像を取り続けたい時には、ユーザに自動フリーズ機能をOFF
して使用してもらわなければならないが、本発明により、パネル操作はしていないが画像
描出中であることの判断ができ、ユーザによる自動フリーズ機能の切り替えが不要になる
。
【００４１】
　また、本実施の形態によれば、新たなセンサを設ける必要がないため、低下価格でコ
ンパクトなハンドキャリア機にも適用可能である。
【００４２】
　以上、添付図面を参照しながら、本発明にかかる超音波診断装置の好適な実施形態につ
いて説明したが、本発明は係る例に限定されない。当業者であれば、本願で開示した技術
的思想の範疇内において、各種の変更例または修正例に想到しえることは明らかであり、
それらについても当然に本発明の技術的範囲に属するものと了解される。
【符号の説明】
【００４３】
　1　超音波診断装置、2　被検体、3　探触子、　5　超音波送受信部、　7　超音波画像
構成部、　9　表示部、13　制御部、15　コントロールパネル、17　温度管理部、19　表
面温度センサ、21　本体、23　探触子ホルダ、　25　探触子コネクタ、27　超音波ゼリー
、29　ゼリーウォーマー。



(8) JP 5222942 B2 2013.6.26

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】 【図５】



(9) JP 5222942 B2 2013.6.26

【図６】 【図７】

【図８】



(10) JP 5222942 B2 2013.6.26

10

20

30

40

50

フロントページの続き

(56)参考文献  特開平１０－２０１７６０（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開昭６１－１８１４４５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００３－７０７８４（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００４－９７４０２（ＪＰ，Ａ）　　　
              国際公開第２００４／０６６８５６（ＷＯ，Ａ１）　　
              特開２００６－８７７４５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００９－３４３８６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００８－１８８２４６（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ａ６１Ｂ１／００
              　　　　１／０４
              　　　　１／０６
              　　　　１／１２－１／２４
              　　　　１／２６７－１／３１
              　　　　１／３２
              　　　　８／００－８／１５
              Ｇ０１Ｂ１７／００－１７／０８
              Ｇ０１Ｎ２９／００－２９／０２
              　　　　２９／０４－２９／０６
              　　　　２９／０９
              　　　　２９／１２－２９／２６
              　　　　２９／２８－２９／３０
              　　　　２９／３８
              　　　　２９／４４
              Ｈ０４Ｒ１／００
              　　　　１／０２
              　　　　１／０６
              　　　　１／２０
              　　　　１／２２
              　　　　１／２４
              　　　　１／２６
              　　　　１／２８
              　　　　１／３０
              　　　　１／３２
              　　　　１／３４
              　　　　１／４０
              　　　　１／４４
              　　　　３／００
              　　　　７／００
              　　　　９／００
              　　　　１３／００
              　　　　１５／００
              　　　　１７／００
              　　　　１７／１０
              　　　　１９／００
              　　　　２３／００
              　　　　２９／００



(11) JP 5222942 B2 2013.6.26

              　　　　３１／００



专利名称(译) 超声诊断设备

公开(公告)号 JP5222942B2 公开(公告)日 2013-06-26

申请号 JP2010511941 申请日 2009-04-27

[标]申请(专利权)人(译) 株式会社日立医药

申请(专利权)人(译) 株式会社日立メディコ

当前申请(专利权)人(译) 株式会社日立メディコ

[标]发明人 山本雅

发明人 山本 雅

IPC分类号 A61B8/00

CPC分类号 A61B8/00 A61B8/546 G01S7/5205 G01S15/899

FI分类号 A61B8/00

优先权 2008129453 2008-05-16 JP

其他公开文献 JPWO2009139286A5
JPWO2009139286A1

外部链接 Espacenet

摘要(译)

本发明的超声波诊断装置，用于发送发送的超声波探头和接收超声波向
受试者提供一个信号，超声波的超声波探头，超声波探头一种超声波收
发器，用于对来自超声波图像中的对象的接收信号进行信号处理用于构
造所述图像显示单元，用于显示超声波图像的超声波图像构成部，用于
控制这样的控制单元，其每一个超声波发射和接收单元与所述超声波图
像构成部和图像显示单元发挥功能，所述检测提供给所述超声波探头到
控制单元超声波探头温度，用于输出温度传感器的情况下，超声波诊断
装置，其中，所述控制单元被配置成通过所述温度传感器，根据所取得
的温度时间变化率的超声波获取的超声波探头的变化的温度时率检测探
头的使用状态，根据检测到的超声波探头的使用状态控制超声波收发器
使

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/a4f45401-f1a2-4de3-86fd-b838e70f2d03
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/041318657/publication/JP5222942B2?q=JP5222942B2

